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井
上
円
了
と
東
ア
ジ
ア（
一
）

井
上
円
了
の
朝
鮮
巡
講

三
浦
節
夫

m
iura setsuo

一
先
行
研
究

井
上
円
了
は
六
一
年
の
生
涯
に
お
い
て
二
度
の
朝
鮮
巡
講
を
行
っ
て
い
る
。
第
一
回
は
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
で
、「
満
韓

紀
行
」
と
題
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る（
１
）。
第
二
回
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
で
、「
朝
鮮
巡
講
第
一
回
（
西
鮮
及
中
鮮
）
日
誌
」

「
朝
鮮
巡
講
第
二
回
（
南
鮮
及
東
鮮
）
日
誌
」「
朝
鮮
巡
講
第
三
回
（
北
鮮
）
日
誌
」
と
三
回
に
分
け
て
記
録
さ
れ
て
い
る（
２
）。

こ
の
二
度
の
朝
鮮
巡
講
に
つ
い
て
、
す
で
に
二
つ
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
第
一
は
朴
慶
植
の
「
井
上
円
了
の
朝
鮮
巡
講
の
歴
史
的

背
景
」
で
あ
る（
３
）。
第
二
は
許
智
香
の
「
井
上
円
了
と
朝
鮮
巡
講
、
そ
の
歴
史
的
位
置
に
つ
い
て
」
で
あ
る（
４
）。

在
日
朝
鮮
人
の
歴
史
研
究
者
で
あ
っ
た
朴
慶
植
の
研
究
は
、
円
了
の
二
度
の
朝
鮮
巡
講
に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
つ
ど
の
歴
史
的
政

治
的
背
景
を
取
り
上
げ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て
、
円
了
の
巡
講
日
誌
の
内
容
を
分
析
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
、
と
く
に
、
徳
富
蘆
花
の
朝
鮮
に
対
す
る
見
方
と
対
比
さ
せ
て
、
円
了
の
朝
鮮
巡
講
の
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い
る
。

一
方
の
哲
学
や
思
想
史
の
研
究
者
で
あ
る
許
智
香
の
研
究
は
、
円
了
の
巡
講
の
う
ち
、
第
二
回
の
巡
講
に
つ
い
て
、
当
時
掲
載
さ

れ
た
雑
誌
に
よ
っ
て
講
演
内
容
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
朴
論
文
と
異
な
る
点
は
、
円
了
の
生
涯
の
業
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績
を
支
え
た
思
想
と
朝
鮮
巡
講
の
思
想
を
一
貫
し
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
円

了
に
関
す
る
研
究
の
こ
れ
ま
で
の
知
見
か
ら
み
る
と
、
許
論
文
は
い
く
つ
か
の
問
題
を
孕
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

許
論
文
で
は
、
本
文
の
冒
頭
で
「
実
際
、
明
治
期
の
哲
学
受
容
史
に
お
い
て
、
井
上
円
了
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
人
物
で
は
な
い
と

評
さ
れ
て
き
た
」（
５
）
と
述
べ
て
い
る
。
最
近
の
研
究
で
は
、
柴
田
隆
行
は
著
書
『
哲
学
史
成
立
の
現
場
』
に
お
い
て
、
円
了
の

『
哲
学
要
領
』
前
編
を
取
り
上
げ
、「
こ
ち
ら
は
日
本
人
の
手
に
な
る
最
初
の
西
洋
哲
学
通
史
で
あ
る
」（
６
）
と
い
い
、
小
坂
国
継
は

著
書
『
明
治
哲
学
の
研
究
』
に
お
い
て
、「
明
治
哲
学
史
に
お
い
て
「
純
正
哲
学
」（
形
而
上
学
）
が
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
よ
う
や
く

明
治
二
〇
年
代
以
降
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
思
想
家
と
し
て
は
井
上
円
了
（
一
八
五
八
―
一
九
一
九
一
）、
井
上

哲
次
郎
（
一
八
五
五
―
一
九
四
四
）、
清
沢
満
之
（
一
八
六
三
―
一
九
〇
三
）、
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
―
一
九
四
五
）
の
名
前
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
７
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
円
了
の
業
績
が
改
め
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
許
論
文
で
は
、「
井
上
円
了
は
、「
哲
学
」
を
用
い
つ
つ
近
代
天
皇
制
を
支
え
る
「
伝
統
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
し
て
の
「
仏

教
」
を
試
み
た
点
や
、「
哲
学
館
」
を
下
敷
き
に
し
た
全
国
修
身
教
会
運
動
を
展
開
し
た
点
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
官
学
ア
カ

デ
ミ
ー
」
と
し
て
「
哲
学
」
と
国
家
と
の
関
係
に
も
っ
と
も
敏
感
に
対
応
し
て
い
た
知
識
人
で
あ
っ
た
」（
８
）
と
い
い
、「
本
稿
で

は
「
国
家
」
に
よ
る
学
問
の
制
度
化
の
外
側
に
存
在
し
つ
つ
も
、
と
い
う
よ
り
、
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
二
つ
の
意
味
で
の
「
拡

張
」
事
業
に
情
熱
的
に
関
わ
っ
て
い
た
井
上
円
了
に
注
目
す
る
。
こ
こ
で
の
二
つ
の
意
味
と
し
て
の
「
拡
張
」
と
い
う
の
は
、
か
れ

の
「
哲
学
堂
」
と
、
帝
国
日
本
の
植
民
地
主
義
を
指
し
示
す
」（
９
）
と
い
う
。

許
論
文
が
い
う
「
伝
統
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
し
て
の
「
仏
教
」、
あ
る
い
は
僧
侶
で
あ
る
か
ら
「
仏
教
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
」
で

あ
っ
た
と
い
う
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
仏
教
学
者
の
田
村
晃
祐
が
著
書
『
近
代
日
本
の
仏
教
者
た
ち
』
の
中
で
、
円
了
を
「
仏
教

の
本
質
を
求
め
」（
10
）
た
第
一
の
代
表
者
と
い
う
も
の
と
異
な
る
。
あ
る
い
は
、
許
論
文
の
「「
哲
学
館
」
を
下
敷
き
に
し
た
全
国
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修
身
教
会
運
動
」
と
い
う
の
は
、
事
実
と
異
な
り
、
円
了
が
本
格
的
に
修
身
教
会
運
動
を
展
開
し
た
の
は
、
哲
学
館
大
学
か
ら
引
退

し
た
明
治
三
九
年
以
降
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
許
論
文
で
い
う
哲
学
堂
の
「
拡
張
」
は
、
修
身
教
会
運
動
に
お
け
る
主
た
る
目
的
（
修

身
に
よ
る
社
会
教
育
）
に
継
ぐ
も
の
で
、
哲
学
堂
の
拡
張
は
そ
の
従
た
る
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
許
論
文
は
円
了
の
哲
学

館
大
学
の
引
退
の
原
因
で
あ
る
文
部
省
と
対
立
し
た
「
哲
学
館
事
件
」
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
）。

許
智
香
は
、
論
文
の
結
論
と
し
て
、「
以
上
、
本
稿
で
は
、
井
上
円
了
の
「
朝
鮮
巡
講
」
に
関
す
る
資
料
を
取
り
上
げ
、
か
れ
の

哲
学
に
対
す
る
認
識
と
国
家
主
義
的
活
動
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
」（
11
）「
か
れ
が
実
現
し
よ
う
と
し
た
哲
学
は
、
こ
の
よ

う
に
「
奮
闘
活
動
」
す
る
学
で
あ
っ
た
。
哲
学
館
設
立
か
ら
修
身
教
会
運
動
ま
で
、
東
京
か
ら
朝
鮮
そ
し
て
満
州
ま
で
、
か
れ
は
生

涯
に
お
い
て
実
に
「
奮
闘
活
動
」
し
た
の
だ
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
「
奮
闘
活
動
」
と
は
別
に
、
か
れ
の
発
話
が
立
っ
て

い
る
場
所
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
本
稿
を
終
え
た
い
」（
12
）
と
述
べ
て
い
る
。

ラ
イ
ナ
・
シ
ュ
ル
ツ
ァ
は
「
東
洋
大
学
に
お
け
る
井
上
円
了
研
究
」（
13
）
の
中
で
、
許
智
香
の
論
文
な
ど
に
言
及
し
て
、
円
了
の

国
家
主
義
に
関
す
る
研
究
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
一
方
で
、
哲
学
館
の
創
立
に
関
す
る
円
了
の
思
想
を
、「
哲
学
館
開
設
ノ
旨

趣
」
と
「
哲
学
館
開
館
旨
趣
」（
14
）
に
も
と
づ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
思
想
が
哲
学
に
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
許
論
文
は
、
哲
学
館
の
開
館
式
の
演
説
で
あ
り
、
ラ
イ
ナ
・
シ
ュ
ル
ツ
ァ
が
取
り
上
げ
た
「
哲
学
館
開
館
旨
趣
」
を
分

析
し
て
、「
そ
の
裏
面
に
は
よ
り
現
実
的
な
目
的
と
課
題
が
あ
っ
た
」「
も
う
一
つ
の
現
実
的
な
課
題
は
、
帝
国
大
学
と
の
関
係
に

あ
っ
た
。
当
時
、
西
洋
哲
学
を
正
規
課
程
と
し
て
教
育
す
る
唯
一
の
機
関
で
あ
っ
た
帝
国
大
学
に
対
し
て
、
学
生
募
集
を
意
識
し
て

い
た
か
れ
は
「
世
間
一
般
」
に
目
を
向
け
る
」「
こ
の
よ
う
に
井
上
円
了
は
、
哲
学
館
を
創
立
す
る
時
点
か
ら
東
本
願
寺
に
対
す
る

自
分
の
位
置
と
、
私
立
学
校
の
社
会
的
地
位
に
関
し
て
敏
感
に
反
応
し
て
い
た
」（
15
）
と
い
う
。
こ
の
分
析
に
は
、
円
了
が
哲
学
館

の
創
立
に
お
い
て
、「
功
利
性
」
や
「
実
利
性
」
を
「
裏
面
」
で
重
視
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
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て
は
、
純
粋
に
哲
学
的
認
識
の
重
要
性
か
ら
哲
学
館
を
創
立
し
た
と
い
う
ラ
イ
ナ
・
シ
ュ
ル
ツ
ァ
の
論
文
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
つ
ぎ
に
円
了
の
朝
鮮
巡
講
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。
な
お
、
朝
鮮
巡
講

に
つ
い
て
は
、
円
了
自
身
の
日
誌
以
外
、
本
誌
に
発
表
さ
れ
た
佐
藤
厚
「
井
上
円
了
の
朝
鮮
巡
講
に
関
す
る
資
料
」
を
参
照
し
た
。

二

第
一
回
の
「
満
韓
紀
行
」

円
了
が
朝
鮮
で
講
演
活
動
を
行
な
う
前
に
、
日
本
と
朝
鮮
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
か
、
円
了
の
朝
鮮
に
関
す
る
見
方

を
示
す
論
稿
は
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
円
了
は
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
に
、
現
在
の
東
洋
大
学
の
前
身
で
あ
る
私
立
学
校

「
哲
学
館
」
を
創
立
し
た
。
こ
の
創
立
事
業
を
支
え
た
の
は
、「
哲
学
館
の
三
恩
人
」
と
呼
ば
れ
た
人
々
で
あ
る
。
三
恩
人
と
は
、
加

藤
弘
之
、
寺
田
福
寿
、
勝
海
舟
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
寺
田
福
寿
は
円
了
と
同
じ
東
本
願
寺
の
僧
侶
で
、
慶
応
義
塾
に
学
び
、
福
沢

諭
吉
の
信
頼
を
得
て
い
た
人
物
で
あ
る（
16
）。

こ
の
寺
田
福
寿
は
、
朝
鮮
の
近
代
化
に
取
り
組
ん
だ
「
金
玉
均
」
を
福
沢
諭
吉
に
紹
介
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
過
程

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る（
17
）。

「
金
玉
均
は
、
初
期
開
化
派
の
一
翼
を
担
っ
た
腹
心
の
仏
僧
・
李
東
仁
（
？
〜
一
八
八
一
）
を
一
八
七
八
年
六
月
に
ひ
そ
か

に
日
本
に
派
遣
す
る
。
東
本
願
寺
釜
山
別
院
奥
村
円
心
の
紹
介
で
京
都
の
東
本
願
寺
を
訪
れ
た
李
は
、
そ
の
あ
と
一
八
八
〇
年

三
月
、
東
京
の
東
本
願
寺
別
院
に
移
り
僧
侶
寺
田
（
石
亀
）
福
寿
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
寺
田
の
つ
て
に
よ
っ
て
彼
は
福
沢
と
連

絡
を
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
大
阪
慶
應
義
塾
に
学
ん
だ
経
験
の
あ
る
寺
田
は
、
そ
の
縁
で
李
を
福
沢
に
引
き
合
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わ
せ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
李
は
福
沢
邸
を
拠
点
に
日
本
の
事
情
を
視
察
し
、
一
八
八
〇
年
九
月
、
朝
鮮
に
帰
国
後
そ
の
見
聞
を

金
玉
均
に
報
告
し
た
」

こ
の
よ
う
な
事
前
の
準
備
の
あ
と
、
一
八
八
二
年
に
金
玉
均
は
第
一
次
日
本
訪
問
を
行
い
、「
途
中
京
都
ま
で
遠
路
迎
え
に
来
た

寺
田
福
寿
と
と
も
に
、
同
年
六
月
、
東
京
に
赴
き
、
東
京
で
日
本
の
政
治
、
経
済
、
軍
事
等
の
施
設
を
視
察
し
た
。
こ
の
と
き
金
は

三
田
の
福
沢
邸
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
福
沢
と
金
玉
均
の
初
対
面
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
年
の
三
月
一
一
日
の
『
時
事
新

報
』
の
社
説
に
「
朝
鮮
の
交
際
を
論
ず
」
と
題
す
る
最
初
の
朝
鮮
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
福
沢
の
朝
鮮
問
題
へ
の
関
心
が
急
速
に

高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。」（
18
）

一
八
八
四
年
一
二
月
、
朝
鮮
の
革
新
に
取
り
組
む
金
玉
均
は
、
日
本
公
使
の
協
力
を
得
て
閔
氏
政
権
打
倒
の
ク
ー
デ
タ
ー
（
甲
申

事
変
）
を
起
こ
す
が
、
失
敗
し
て
日
本
へ
亡
命
す
る
。
金
の
亡
命
生
活
を
福
沢
や
寺
田
は
支
援
し
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
寺
田
は
、
円
了
に
朝
鮮
問
題
を
伝
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
円
了
の
朝
鮮
観
の
形
成
に
、
寺
田
が
か

か
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

円
了
は
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
一
〇
月
末
に
韓
国
を
訪
れ
た
。
そ
の
講
演
旅
行
に
つ
い
て
記
す
前
に
、
当
時
の
日
本
と
韓
国

の
政
治
的
情
勢
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
朴
慶
植
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
19
）。

「
一
九
〇
五
年
七
月
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
「
桂
・
タ
フ
ト
秘
密
協
定
」
を
、
同
年
八
月
に
は
「
第
二
次
日
英
同
盟
」
を
結

ん
で
、
英
・
米
と
の
軍
事
同
盟
関
係
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
同
年
九
月
、「
日
露
講
和
条
約
」
が
締
結
さ
れ
、
日
本
は
韓
国
に

お
い
て
政
治
上
、
経
済
上
、
軍
事
上
の
卓
越
な
利
権
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
日
本
が
韓
国
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
「
指
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導
」「
保
護
」
及
び
「
監
理
措
置
」
を
と
る
こ
と
に
干
渉
し
な
い
こ
と
を
ロ
シ
ア
に
認
め
さ
せ
た
」

「
同
年
〔
一
九
〇
五
年
、〔
〕
は
引
用
者
。
以
下
同
じ
。〕
十
月
、
日
本
は
「
韓
国
保
護
権
確
立
の
件
」
の
閣
議
決
定
（
同
年

四
月
）
を
も
と
に
さ
ら
に
そ
の
実
行
に
関
す
る
閣
議
決
定
を
行
い
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
同
年
十
一
月
十
七
日
に
「
第
二
次
日

韓
協
約
」（
乙
巳
五
条
約
、
韓
国
保
護
条
約
）
を
、
武
力
を
背
景
に
強
制
し
た
…
…
こ
れ
に
よ
っ
て
韓
国
は
外
交
権
を
完
全
に

日
本
に
奪
わ
れ
、
さ
ら
に
韓
国
を
「
保
護
国
」
と
し
て
内
政
を
も
監
督
す
る
韓
国
総
監
府
の
設
置
を
規
定
し
た
。
こ
れ
は
日
本

軍
に
よ
る
漢
城
府
、
王
宮
な
ど
の
制
圧
の
も
と
に
韓
国
皇
帝
、
韓
国
政
府
を
武
力
脅
迫
し
、
強
制
に
よ
っ
て
結
ば
せ
た
も
の

で
、
国
際
法
上
無
効
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
韓
国
に
対
す
る
日
本
の
植
民
地
政
策
が
具
体
的
に
す
す
め
ら
れ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
」

「
一
九
〇
六
年
二
月
、
前
年
末
に
決
め
ら
れ
た
韓
国
総
監
府
が
設
置
さ
れ
、
同
年
三
月
に
伊
藤
博
文
が
第
一
代
統
監
と
し
て

赴
任
し
た
。
統
監
は
天
皇
に
直
隷
し
、
韓
国
の
政
治
・
軍
事
な
ど
に
関
す
る
絶
大
な
権
限
が
与
え
ら
れ
、
韓
国
の
内
政
へ
の
監

督
権
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
韓
国
政
府
は
存
在
し
た
も
の
の
、
実
権
は
韓
国
総
監
府
が
掌
握
し
て
い
っ
た
」

円
了
の
初
め
て
の
「
満
韓
紀
行
」
は
こ
の
よ
う
な
日
本
の
韓
国
総
監
府
の
初
期
に
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
講
演
旅
行
は
計
画
的
に
取

り
組
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
は
、
円
了
が
哲
学
館
大
学
長
を
引
退
し
、
修
身
教
会
運
動
に
一
教

育
者
と
し
て
取
り
組
み
、
全
国
巡
講
を
始
め
た
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
四
回
目
の
巡
講
は
七
月
八
日
か
ら
は
じ
ま
り
一
〇
月
二
七
日

ま
で
国
内
を
巡
講
し
、
そ
の
継
続
と
し
て
韓
国
へ
渡
っ
た
の
で
あ
る
。
東
京
か
ら
四
国
、
四
国
か
ら
佐
賀
県
を
巡
講
し
た
。「
そ
れ
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か
ら
朝
鮮
に
渡
り
ま
し
た
、
こ
れ
は
予
定
し
て
居
つ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
長
崎
ま
で
行
つ
た
も
の
で
す
か
ら
、
今
少
し

だ
と
お
も
つ
て
朝
鮮
に
渡
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
朝
鮮
に
渡
り
ま
す
と
、
今
一
歩
進
め
て
満
州
に
入
ろ
う
と
思
ひ
立
ち
ま
し
た
」（
20
）

こ
う
し
て
、
一
〇
月
二
八
日
に
韓
国
の
釜
山
に
船
で
到
着
し
た
円
了
は
、「
韓
国
の
山
に
は
樹
な
く
草
な
く
、
赤
土
を
露
出
す
、

実
に
殺
風
景
を
極
む
」
と
感
じ
た
。
宿
坊
は
本
願
寺
別
院
で
あ
る
。
文
末
に
円
了
の
日
誌
に
も
と
づ
い
て
、
筆
者
は
「
朝
鮮
巡
講
一

覧
」
を
作
成
し
た
が
、
釜
山
に
は
、
一
〇
月
二
八
日
か
ら
一
一
月
一
日
ま
で
六
日
間
滞
在
し
、
談
話
・
演
説
・
講
演
を
五
回
行
っ

た
。
つ
ぎ
の
京
城
に
は
、
一
一
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
五
日
間
滞
在
し
、
演
説
を
二
回
行
っ
た
。
京
城
か
ら
仁
川
に
移
り
、
一
一
月

六
日
か
ら
七
日
ま
で
二
日
間
滞
在
し
、
演
説
を
二
回
行
っ
た
。
最
後
の
平
壌
に
は
、
一
一
月
八
日
か
ら
九
日
の
二
日
間
滞
在
し
、
講

演
を
一
回
行
っ
た
。
そ
し
て
、
新
義
州
駅
か
ら
満
州
へ
と
、
一
一
月
一
〇
日
に
向
か
っ
た
。
韓
国
滞
在
は
二
週
間
で
、
演
説
・
講
演

は
合
わ
せ
て
一
一
回
で
あ
っ
た
。
こ
の
滞
在
の
日
誌
を
分
析
し
た
朴
慶
植
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
21
）。

「
釜
山
で
は
哲
学
館
出
身
の
荒
波
平
治
郎
が
校
長
を
し
て
い
る
開
成
学
校
で
談
話
、
同
校
の
本
校
・
分
校
に
は
韓
国
人
学
生

が
三
百
余
名
も
い
て
「
実
に
さ
か
ん
な
り
と
謂
ふ
べ
し
」
と
悦
に
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
荒
波
校
長
に
次
の
よ
う
な
賛
辞
の

漢
詩
を
贈
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
朝
鮮
侵
略
に
関
し
て
は
何
ら
の
考
慮
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
…
…
多
年
辛
苦
の
う
え
、
し
だ
い
に
そ
の
功
は
実
っ
た
。
文
明
を
掲
げ
て
日
月
を
新
た
に
し
、
八
道
の
ふ
る
い
山
川
を
照

ら
す
の
で
あ
る
」〔
漢
詩
〕

「
釜
山
か
ら
京
城
に
至
る
途
中
の
韓
国
人
の
家
屋
に
つ
い
て
「
兼
て
聞
き
し
如
く
豚
小
屋
と
異
な
る
所
な
く
、
未
開
野
蛮
の

居
宅
で
あ
る
が
、
唯
驚
く
の
は
斯
る
矮
小
の
家
屋
に
住
し
な
が
ら
、
人
の
体
格
の
意
外
に
長
大
な
る
一
条
で
あ
る
」
…
…
木
を
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見
て
森
を
見
ざ
る
偏
見
と
、
優
越
感
か
ら
同
情
を
寄
せ
て
い
る
」

「「
要
す
る
に
韓
人
は
数
百
年
間
、
何
等
の
進
歩
も
な
く
、
久
し
く
悪
政
の
下
に
圧
せ
ら
れ
て
、
唯
、
旧
慣
を
固
守
し
、
其
日

暮
ら
し
の
境
界
を
送
る
に
過
ぎ
ぬ
、
…
…
万
物
の
霊
長
た
る
人
間
と
し
て
は
実
に
憐
れ
む
べ
き
も
の
と
思
ふ
、
斯
る
人
に
人
間

の
霊
知
霊
能
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
、
人
格
の
如
何
、
天
職
の
如
何
を
知
ら
し
む
る
の
務
は
余
は
日
本
人
の
任
で
あ
る
と
信
じ

て
居
ま
す
」
と
し
、
日
本
の
朝
鮮
侵
略
と
植
民
地
支
配
を
合
理
化
す
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」

「
次
に
朝
鮮
人
の
道
徳
に
つ
い
て
「
朝
鮮
人
は
概
し
て
道
徳
の
観
念
に
乏
し
い
と
い
ふ
こ
と
を
聞
い
て
居
る
、
人
に
対
し
て

虚
言
を
吐
く
な
ど
は
当
り
前
の
様
に
思
ふ
て
居
る
と
の
こ
と
じ
や
、
是
れ
は
ツ
マ
リ
今
日
ま
で
教
育
も
宗
教
も
欠
け
て
居
る
為

で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
偏
見
の
最
た
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
井
上
の
発
言
は
何

ら
の
調
査
も
な
く
、
他
か
ら
の
偏
見
の
受
け
売
り
で
し
か
な
い
。
こ
の
発
言
は
日
本
の
侵
略
者
に
そ
っ
く
り
お
返
し
し
た
い
内

容
で
あ
る
と
思
う
」

「
井
上
は
十
一
月
二
日
京
城
に
到
着
、
翌
三
日
、
韓
国
統
監
府
総
務
長
官
鶴
原
貞
吉
、
同
部
長
木
内
重
四
郎
、
同
理
事
官
三

浦
弥
五
郎
、
同
軍
政
部
黒
田
太
久
馬
ら
を
訪
問
、
当
日
は
「
天
長
節
」〔
明
治
天
皇
の
誕
生
日
〕
と
あ
っ
て
次
の
よ
う
な
天
皇

崇
拝
思
想
、
朝
鮮
人
へ
の
「
皇
恩
の
恵
み
」
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
日
本
人
は
と
も
か
く
、
朝
鮮
人
に
と
っ
て
の
天
皇
は
不
倶

戴
天
の
敵
で
あ
っ
た
。
井
上
の
思
想
は
こ
の
天
皇
崇
拝
思
想
が
根
幹
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

「
天
長
節
の
今
日
は
朝
鮮
に
喜
び
の
顔
が
多
く
、
こ
の
異
邦
も
ま
た
わ
が
皇
恩
の
恵
み
を
こ
う
む
っ
て
い
る
の
だ
。
朝
か
ら
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天
皇
の
長
寿
を
祝
わ
ん
と
し
、
料
理
は
清
国
と
朝
鮮
、
酒
は
日
本
酒
で
祝
宴
を
開
い
た
の
で
あ
る
。」〔
漢
詩
〕

平
壌
で
詠
ま
れ
た
漢
詩
の
一
部
に
は
、「
…
…
韓
国
の
人
は
む
や
み
に
儀
礼
を
誇
り
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
あ
る
種
の
臭
気
が
家

に
た
ち
こ
め
、
そ
の
衣
服
も
ま
た
な
ま
ぐ
さ
い
。〔
漢
詩
〕
と
皮
想
的
な
見
方
に
終
始
し
て
い
る
」

円
了
は
一
一
月
一
〇
日
に
満
州
に
向
か
い
、
同
月
二
九
日
に
東
京
に
帰
っ
て
い
る
。
円
了
の
朝
鮮
に
対
す
る
見
方
は
、
す
で
に
朴

慶
植
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
の
戦
勝
国
の
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
韓
国
統
監
府
と
い
う
支
配
者
の
側
に

立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

三

第
二
回
の
朝
鮮
巡
講

円
了
は
一
九
一
八
年
、
す
な
わ
ち
「
大
正
七
年
五
月
、
朝
鮮
総
督
府
よ
り
十
三
道
国
民
道
徳
講
話
嘱
托
の
命
を
拝
受
し
、
二
十
四

日
（
金
曜
）
晴
、
朝
八
時
半
の
特
急
に
駕
し
て
鮮
地
に
向
」（
22
）
つ
た
。
第
一
回
の
朝
鮮
で
の
講
演
か
ら
一
二
年
が
経
過
し
て
い
た

し
、
今
回
は
前
回
の
よ
う
な
旅
行
の
続
き
で
は
な
く
、
朝
鮮
総
督
府
か
ら
の
依
頼
と
い
う
明
確
な
目
的
意
識
と
計
画
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
日
本
と
朝
鮮
の
政
治
的
関
係
に
つ
い
て
、
朴
慶
植
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
23
）。

「
同
年
〔
一
九
一
〇
年
〕
八
月
十
六
日
、
寺
内
統
監
は
李
完
用
内
閣
に
「
併
合
条
約
案
」「
併
合
覚
書
」
を
手
交
、
閣
議
で
は

学
部
大
臣
李
容
稙
が
反
対
し
た
が
、
同
月
二
十
二
日
に
「
韓
国
併
合
に
関
す
る
条
約
」
が
李
完
用
、
寺
内
正
毅
署
名
の
下
に
調

印
さ
れ
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
人
民
の
反
対
を
お
そ
れ
、
同
月
二
十
五
日
警
務
総
監
部
で
は
政
治
的
集
会
、
屋
外
民
衆
集
会
を
禁
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止
す
る
「
集
会
取
締
に
関
す
る
件
」
を
公
布
し
、
同
月
二
十
九
日
「
韓
国
併
合
に
関
す
る
条
約
」
を
公
布
し
た
。
同
時
に
大
韓

帝
国
は
「
朝
鮮
」
と
な
り
、
朝
鮮
総
督
府
が
設
置
さ
れ
た
。

「
韓
国
併
合
条
約
」
の
前
文
に
は
「
相
互
ノ
幸
福
ヲ
増
進
シ
東
洋
ノ
平
和
ヲ
永
久
ニ
確
保
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
シ
此
ノ
目
的
ヲ
達

成
セ
シ
ム
ガ
為
ニ
ハ
韓
国
ヲ
日
本
帝
国
ニ
併
合
ス
ル
ニ
如
カ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
確
信
シ
」
と
し
、
そ
の
第
一
条
に
「
韓
国
皇
帝
陛
下

ハ
韓
国
全
部
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
統
治
権
ヲ
完
全
且
永
久
ニ
日
本
帝
国
皇
帝
陛
下
ニ
譲
与
ス
」、
第
二
条
に
「
日
本
国
皇
帝
陛
下

ハ
前
条
ニ
掲
ゲ
ラ
レ
タ
ル
譲
与
ヲ
受
諾
シ
且
全
然
韓
国
ヲ
日
本
帝
国
ニ
併
合
ス
ル
コ
ト
ヲ
承
諾
ス
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
「
併
合
条
約
」
は
武
力
の
威
嚇
の
下
に
強
制
し
た
第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次
「
日
韓
協
約
」
を
土
台
に
し
て
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
、
…
…
全
く
の
武
力
占
領
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
国
際
法
上
無
効
で
あ
る
と
い
え
よ
う
」

「
一
九
一
〇
年
以
前
、
日
本
の
商
業
資
本
家
が
朝
鮮
の
都
市
、
開
港
場
に
進
出
し
て
朝
鮮
人
商
業
を
圧
迫
し
た
。
日
本
商
人

は
砂
金
、
毛
皮
、
人
参
、
米
穀
な
ど
を
安
価
で
買
い
入
れ
、
日
本
か
ら
棉
布
、
薬
品
、
雑
貨
な
ど
を
高
く
売
り
つ
け
た
。
日
本

の
雑
貨
商
、
旅
館
・
料
理
屋
営
業
、
高
利
貸
業
者
が
各
都
市
に
出
現
し
て
い
っ
た
。
ま
た
日
本
資
本
は
京
釜
線
な
ど
の
主
要
鉄

道
の
敷
設
、
財
政
顧
問
目
賀
田
種
太
郎
に
よ
る
韓
国
に
お
け
る
貨
幣
整
理
を
強
行
し
、
韓
国
の
貨
幣
制
度
を
日
本
に
従
属
さ
せ

た
。
そ
し
て
そ
の
実
務
者
の
第
一
銀
行
が
韓
国
の
中
央
金
融
機
関
と
な
り
、
第
一
銀
行
券
を
兌
換
券
と
し
て
無
制
限
に
発
行
、

韓
国
支
配
の
経
済
的
基
盤
を
築
い
た
。

日
本
資
本
は
初
期
、
精
米
業
、
食
品
加
工
業
、
皮
革
・
煙
草
製
造
業
に
進
出
し
た
。

日
本
は
一
九
一
〇
年
十
二
月
「
会
社
令
」
を
公
布
し
て
朝
鮮
に
お
け
る
会
社
の
設
立
を
許
可
制
と
し
、
朝
鮮
工
業
の
発
展
を

抑
圧
し
た
。
朝
鮮
は
米
を
中
心
と
す
る
食
料
品
お
よ
び
工
業
原
料
の
供
給
地
、
日
本
商
品
の
販
売
市
場
と
し
て
、
一
九
一
〇
―



93　井上円了と東アジア（一）

二
〇
年
代
に
は
略
奪
貿
易
に
よ
る
植
民
地
収
奪
が
強
行
さ
れ
て
い
っ
た
」（
24
）

こ
の
よ
う
な
時
期
に
円
了
は
朝
鮮
全
土
を
巡
講
す
る
。
五
月
二
五
日
に
下
関
か
ら
朝
鮮
の
釜
山
に
到
着
し
、
直
ち
に
京
城
に
向

か
っ
た
。
翌
日
京
城
に
到
着
し
た
円
了
は
、「
余
は
明
治
三
十
九
年
総
監
府
時
代
に
初
め
て
朝
鮮
を
歴
遊
せ
し
が
、
其
当
時
に
比
す

る
に
京
城
だ
け
に
て
も
別
天
地
の
観
を
呈
し
、
郵
便
局
附
近
の
如
き
は
東
洋
の
小
巴
里
な
る
か
を
思
は
し
む
。」（
25
）
と
日
誌
に
記

し
て
い
る
が
、
朴
慶
植
は
「
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
「
武
断
政
治
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
」（
26
）
と
述
べ
て
い
る
。

文
末
の
「
朝
鮮
巡
講
一
覧
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
五
月
二
七
日
よ
り
京
城
で
巡
講
を
開
始
し
、
五
月
三
〇
日
か
ら
六
月
九
日
ま

で
は
西
朝
鮮
を
、
六
月
一
〇
日
か
ら
六
月
一
二
日
ま
で
は
中
朝
鮮
を
、
六
月
一
二
日
か
ら
六
月
二
五
日
ま
で
は
南
朝
鮮
を
、
六
月

二
五
日
か
ら
七
月
三
日
ま
で
は
東
朝
鮮
を
、
七
月
四
日
か
ら
七
月
一
八
日
ま
で
は
北
朝
鮮
を
巡
講
し
た
。
釜
山
か
ら
入
国
し
、
釜
山

か
ら
出
国
し
た
が
、
日
数
は
合
わ
せ
て
五
六
日
に
及
ん
だ
。
こ
の
間
に
円
了
は
、「
十
三
道
十
一
府
二
十
六
郡
三
十
面
里
九
十
一
ヶ

所
百
十
六
席
聴
衆
三
万
五
千
九
百
十
人
」（
27
）
の
巡
講
を
行
っ
た
。
円
了
の
日
誌
に
も
と
づ
い
て
巡
講
地
を
○
で
囲
み
作
成
し
た
の

が
、
つ
ぎ
の
「
朝
鮮
巡
講
地
図
」（
28
）
で
あ
る
。
こ
の
地
図
を
み
る
と
、
円
了
の
巡
講
が
朝
鮮
全
土
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
一
目
瞭

然
で
あ
る
。
ま
た
、
円
了
が
ま
と
め
た
「
朝
鮮
全
道
開
会
一
覧
」（
29
）
を
も
と
に
筆
者
が
作
成
し
、
日
本
の
全
国
巡
講
と
比
較
し
た

も
の
が
、
つ
ぎ
の
「
朝
鮮
巡
講
統
計
」
で
あ
る
。

こ
の
「
朝
鮮
巡
講
統
計
」
を
み
る
と
、
円
了
の
巡
講
の
全
体
が
理
解
で
き
る
。
第
一
は
、「
巡
講
の
会
場
」
で
あ
る
が
、「
小
学

校
」
が
も
っ
と
も
多
く
四
一
％
で
、
つ
ぎ
が
「
寺
院
」「
そ
の
他
」
で
と
も
に
二
三
％
で
あ
る
。「
他
の
学
校
」
は
一
二
％
で
あ
る
。

学
校
関
係
を
合
わ
せ
る
と
、
五
三
％
と
半
数
を
超
え
て
い
る
。
こ
れ
を
日
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
学
校
関
係
の
割
合
は
五
〇
％
台

と
同
じ
で
、「
寺
院
」
は
一
〇
ポ
イ
ン
ト
日
本
よ
り
も
少
な
く
、
代
わ
り
に
「
そ
の
他
」
が
日
本
よ
り
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
多
く
を
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占
め
て
い
る
。

第
二
の
「
巡
講
の
主
催

者
」
を
み
る
と
、
と
く
に
半

数
を
超
え
た
も
の
は
な
い
。

「
自
治
体
」
が
三
三
％
、「
諸

団
体
」
が
二
二
％
、「
教
育

関
係
」
が
二
〇
％
、「
組
織

連
合
」
が
一
〇
％
、「
仏
教

関
係
」
が
九
％
、「
町
村
有

志
」
が
七
％
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
と
の
比
較
で
目
立

つ
点
は
、「
自
治
体
」
が
日

本
よ
り
多
く
、「
町
村
有
志
」

が
日
本
よ
り
少
な
い
こ
と
で

あ
る
。
円
了
の
朝
鮮
巡
講
が

朝
鮮
総
督
府
と
い
う
「
上
か

ら
の
依
頼
」
で
あ
っ
た
こ
と

が
こ
こ
に
明
ら
か
に
な
っ
て

朝鮮巡講統計（大正 7・1916 年）

巡講の会場
寺院 小学校 他の学校 その他 合計

朝鮮 21 38 11 21 91
23.1 41.8 12.1 23.1 100.0

日本 36.5 45.9 7.9 9.7 100.0

巡講の主催者
教育関係 町村有志 諸団体 仏教関係 組織連合 自治体 合計

朝鮮 18 6 20 8 9 30 91
19.8 6.6 22.0 8.8 9.9 33.0 100.0

日本 27.0 17.8 17.7 10.2 11.1 16.1 100.0

演題類別
詔勅修身 妖怪迷信 哲学宗教 教育 実業 雑題 合計

朝鮮 75 20 14 4 1 2 116
64.7 17.2 12.1 3.4 0.9 1.7 100.0

日本 40.8 23.6 15.4 7.9 6.8 5.4 100.0

巡講の聴衆
朝鮮人 日本人 合計 1回平均

実数 5100 30810 35910 395
％ 14.2 85.8 100.0

註　 この統計は、井上円了『南船北馬集』第 16 編、112 頁～118 頁と『井上円了選
集』第 15 巻、496 頁～498 頁で作成した。日本は全国巡講の平均である。
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朝 鮮 巡 講 地 図
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い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
の
「
演
題
類
別
」
を
み
る
と
、「
詔
勅
修
身
」
が
も
っ
と
も
多
く
六
五
％
で
あ
る
。
つ
ぎ
が
「
妖
怪
迷
信
」
の
一
七
％
、「
哲

学
宗
教
」
の
一
二
％
で
、「
詔
勅
修
身
」
と
大
差
が
つ
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
「
教
育
」「
雑
題
」「
実
業
」
は
合
わ
せ
て
も
一
〇
％

未
満
で
あ
る
。
日
本
と
の
比
較
で
目
立
つ
点
は
、
や
は
り
「
詔
勅
修
身
」
が
高
い
こ
と
で
、
日
本
よ
り
二
五
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
朝
鮮
総
督
府
の
「
国
民
道
徳
講
話
」
と
い
う
依
頼
に
、
円
了
は
忠
実
に
従
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
円
了

の
巡
講
は
「
官
製
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
四
は
「
巡
講
の
聴
衆
」
で
あ
る
。
合
計
で
約
三
万
六
千
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
日
本
人
と
朝
鮮
人
に
わ
け
る
と
、
日
本
人
が

三
万
八
一
〇
人
（
円
了
は
「
内
地
人
」
と
呼
ん
で
い
る
）
で
八
六
％
を
占
め
、
朝
鮮
人
は
五
一
〇
〇
人
で
一
四
％
と
少
な
い
。
一
回

の
聴
衆
の
平
均
は
三
九
九
人
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
具
体
的
に
は
円
了
が
ど
の
よ
う
な
講
演
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
許
智
香
の
論
文
で
は
『
朝
鮮
及
満
州
』
掲
載
の

講
演
記
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る（
30
）。
佐
藤
厚
「
井
上
円
了
の
朝
鮮
巡
講
に
関
す
る
資
料
」（
31
）
は
、
許
論
文
が
取
り
上
げ
た
記
事

以
外
に
、『
皇
城
新
聞
』『
毎
日
申
報
』『
朝
鮮
新
報
』『
京
城
日
報
』
の
記
事
が
あ
り
、
当
時
の
講
演
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
す
で
に
、
前
述
の
統
計
の
「
演
題
類
別
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
講
演
は
「
詔
勅
修
身
」「
妖
怪
迷
信
」
で
、

特
に
前
者
の
「
詔
勅
修
身
」
が
多
か
っ
た
。
さ
て
、
佐
藤
厚
の
収
集
し
た
当
時
の
朝
鮮
の
新
聞
記
事
を
み
る
と
、
妖
怪
学
関
係
は

「
心
理
的
妖
怪
」（『
毎
日
申
報
』、『
京
城
日
報
』）
と
「
迷
信
論
」（『
朝
鮮
新
報
』）
が
あ
る
。
国
民
道
徳
関
係
で
は
「
鮮
人
同
化
論

―
教
育
万
能
主
義
」（『
毎
日
申
報
』）
が
あ
り
、「
国
民
道
徳
の
大
綱
」（『
朝
鮮
及
満
州
』）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
後
者
の
「
国
民

道
徳
の
大
綱
」
を
取
り
上
げ
て
お
こ
う（
32
）。

こ
の
「
国
民
道
徳
の
大
綱
」
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
五
月
二
六
日
に
京
城
高
等
女
学
校
の
講
堂
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
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る
。
こ
の
講
演
の
要
点
を
ま
と
め
て
列
挙
し
て
お
こ
う
。
第
一
点
は
、「
我
が
国
民
道
徳
」、
先
帝
の
教
育
勅
語
と
戊
申
詔
書
の
二
大

勅
語
に
根
本
が
あ
り
、「
苟
も
帝
国
の
臣
民
た
る
も
の
は
此
の
千
古
不
磨
の
大
遺
訓
を
遵
法
し
て
帝
国
の
発
展
向
上
を
は
か
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
。
第
二
点
は
、
現
在
の
西
洋
の
文
明
は
満
開
状
態
、
こ
れ
に
対
し
て
東
洋
の
文
明
は
衰
退
瀕
死
の
状
態
で
あ

る
が
、
こ
の
間
に
あ
っ
て
「
屹
立
し
て
西
洋
の
文
華
と
美
を
競
い
つ
ゝ
あ
る
も
の
は
独
り
我
が
帝
国
あ
る
の
み
で
あ
る
」「
東
洋
に

於
け
る
あ
ら
ゆ
る
責
任
は
悉
く
日
本
に
懸
か
つ
て
居
る
」
と
い
う
。
第
三
点
は
、「
我
が
国
体
の
尊
厳
を
維
持
し
来
れ
る
原
動
力
は

何
に
あ
る
か
云
へ
ば
忠
孝
の
二
道
で
あ
る
」「
西
洋
人
の
国
家
に
対
す
る
根
本
観
念
〔
利
己
主
義
〕
は
吾
人
日
本
国
民
が
国
家
に
対

す
る
観
念
と
は
全
然
異
な
つ
て
居
る
、
忠
君
愛
国
の
精
神
思
想
は
其
出
発
点
を
異
に
し
て
居
る
」（
同
じ
東
洋
で
も
中
国
と
日
本
で

は
思
想
に
大
き
な
差
異
が
あ
り
、
中
国
の
国
民
性
は
感
心
す
べ
き
で
は
な
い
）
と
い
う
。
第
四
点
は
、
日
本
人
の
心
に
は
大
義
が
あ

り
、
こ
れ
が
日
本
の
精
華
で
あ
り
、
こ
れ
が
忠
孝
と
な
っ
て
、
日
本
民
族
の
特
色
で
あ
る
が
、
西
洋
人
は
愛
国
心
の
涵
養
に
苦
心
し

て
い
る
。
我
が
国
は
先
の
二
大
勅
語
を
「
信
条
と
し
て
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
、
今
や
日
本
と
朝
鮮
と
は
合
併
さ
れ
て
一
国
と
な
つ
た

が
元
来
国
名
よ
り
日
韓
は
一
つ
で
あ
る
」
と
い
う
。「
今
や
此
の
両
国
は
合
邦
し
一
団
と
化
し
て
光
栄
あ
る
万
世
一
系
の
天
皇
陛
下

を
奉
戴
し
御
稜
威
の
下
に
東
洋
の
文
明
を
発
達
せ
し
め
、
東
亜
民
族
の
興
隆
を
企
図
し
世
界
の
文
明
に
貢
献
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い

う
。円

了
の
朝
鮮
巡
講
の
日
誌
に
は
、
同
じ
趣
旨
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
今
日
の
朝
鮮
の
道
路
は
内
地
以
上
に
し
て
、
自
動
車
が
縦
横
に
奔
走
す
る
を
得
、
又
各
都
会
に
は
水
道
の
設
備
あ
り
て
、

飲
用
水
の
不
便
な
く
、
又
電
灯
電
話
の
行
渡
れ
る
が
如
き
は
皆
朝
鮮
合
併
の
余
沢
な
ら
ざ
る
は
な
し
、
学
校
教
育
の
普
及
も
、

生
命
財
産
の
安
全
も
、
皆
其
余
慶
な
り
、
鮮
人
に
於
て
は
其
恩
恵
を
心
頭
に
銘
し
て
、
之
に
報
答
す
る
所
以
を
思
は
ざ
る
べ
か
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ら
ず
」（
33
）

「
合
併
以
来
悪
政
は
善
政
と
一
変
し
、
人
民
始
め
て
其
堵
に
安
ん
ず
る
を
得
た
り
、
朝
鮮
人
た
る
も
の
永
く
此
恵
沢
を
忘
れ

ざ
ら
ん
こ
と
を
望
む
、
余
は
各
会
場
に
述
べ
て
曰
く
、
日
本
の
名
は
旭
日
な
り
、
朝
鮮
の
名
は
朝
は
ア
サ
、
鮮
は
ア
ザ
ヤ
カ
、

即
ち
朝
の
景
色
な
り
、
此
景
色
は
旭
日
に
よ
り
て
生
す
る
も
の
に
し
て
、
若
し
旭
日
な
か
り
せ
ば
朝
鮮
は
無
意
味
と
な
る
べ

し
」（
34
）

円
了
は
朝
鮮
を
植
民
地
化
し
た
日
本
を
賛
美
す
る
論
理
を
展
開
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
朴
慶
植
は
こ
う
し
た
円
了
の
朝
鮮
巡
講
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る（
35
）。

「
井
上
円
了
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
化
に
な
ら
っ
て
日
本
社
会
の
近
代
化
の
確
立
を
念
願
し
、
教
育
勅
語
に
示
す
国
民
道
徳

を
目
標
に
啓
蒙
運
動
、
修
身
教
会
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
井
上
円
了
の
日
本
内
の
巡
講
で
は
「
官
学
」
に
対
す
る
「
田

学
」
と
い
う
民
衆
的
立
場
か
ら
近
代
的
啓
蒙
運
動
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
う
。

し
か
し
朝
鮮
人
に
対
し
て
は
民
族
の
存
在
と
そ
の
主
体
性
は
全
然
考
慮
に
入
れ
ず
、
そ
れ
を
否
定
し
て
、
日
本
へ
の
同
化
と

い
う
日
本
政
府
の
朝
鮮
植
民
地
政
策
に
追
随
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
井
上
の
朝
鮮
巡
講
は
朝
鮮
総
督
府
官
憲
ら
に
よ
る

組
織
・
動
員
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
よ
う
に
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
井
上
円
了
に
限
ら
ず
、
当
時
の
日

本
の
大
部
分
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
が
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
井
上
は
そ
の
代
表
的
人
物
の
一
人
と
い
え
よ
う
」
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【
註
】

（
１
）
井
上
円
了
「
満
韓
紀
行
」（
井
上
円
了
『
南
船
北
馬
集
』
第
一
編
）
六
四
〜
七
七
頁
。

（
２
）
井
上
円
了
「
朝
鮮
巡
講
第
一
回
（
西
鮮
及
中
鮮
）
日
誌
」（
井
上
円
了
『
南
船
北
馬
集
』
第
一
五
編
）
一
〇
三
〜
一
一
六
頁
。
井
上
円

了
「
朝
鮮
巡
講
第
二
回
（
南
鮮
及
東
鮮
）
日
誌
」（
井
上
円
了
『
南
船
北
馬
集
』
第
一
五
編
）
一
一
六
〜
一
三
〇
頁
。
井
上
円
了
「
朝

鮮
巡
講
第
三
回
（
北
鮮
）
日
誌
」（
井
上
円
了
『
南
船
北
馬
集
』
第
一
六
編
）
一
〜
二
八
頁
、（
同
書
は
『
井
上
円
了
研
究
』
第
三
号
の

九
一
〜
一
一
八
頁
に
所
収
さ
れ
て
い
る
）。

（
３
）
朴
慶
植
「
井
上
円
了
の
朝
鮮
巡
講
の
歴
史
的
背
景
」（『
井
上
円
了
研
究
』
第
七
号
）
八
一
〜
一
〇
七
頁
。

（
４
）
許
智
香
「
井
上
円
了
と
朝
鮮
巡
講
、
そ
の
歴
史
的
位
置
に
つ
い
て
」（『
日
本
思
想
史
学
』
第
四
五
号
）
一
四
六
〜
一
六
一
頁
。

（
５
）
許
智
香
、
前
掲
論
文
、
一
四
六
頁
。

（
６
）
柴
田
隆
行
『
哲
学
史
成
立
の
現
場
』
弘
文
堂
、
一
九
九
七
年
、
七
八
頁
。

（
７
）
小
坂
国
継
『
明
治
哲
学
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
二
九
七
〜
二
九
八
頁
。

（
８
）
許
智
香
、
前
掲
論
文
、
一
四
六
〜
一
四
七
頁
。

（
９
）
許
智
香
、
前
掲
論
文
、
一
四
七
頁
。

（
10
）
田
村
晃
祐
『
近
代
日
本
の
仏
教
者
た
ち
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
五
年
、
七
二
頁
。

（
11
）
許
智
香
、
前
掲
論
文
、
一
五
七
頁
。

（
12
）
同
右
、
一
五
七
〜
一
五
八
頁
。

（
13
）
ラ
イ
ナ
・
シ
ュ
ル
ツ
ァ
「
東
洋
大
学
に
お
け
る
井
上
円
了
研
究
」（『
国
際
井
上
円
了
研
究
』
第
２
号
）
一
八
一
〜
一
九
九
頁
参
照
。

（
14
）
井
上
円
了
「
哲
学
館
開
設
ノ
旨
趣
」（『
東
洋
大
学
百
年
史
』
資
料
編

Ⅰ
・
上
）
八
三
〜
八
四
頁
。
井
上
円
了
「
哲
学
館
開
館
旨
趣
」

（
同
書
同
編
）
八
九
〜
九
三
頁
。

（
15
）
許
智
香
、
前
掲
論
文
、
一
四
八
〜
一
四
九
頁
。

（
16
）
拙
稿
「
福
沢
諭
吉
・
井
上
円
了
・
寺
田
福
寿
・
小
栗
栖
香
頂
」（『
福
澤
諭
吉
年
鑑
』
第
二
三
号
）
参
照
（
な
お
、
同
論
文
は
『
井
上
円

了
研
究
』
第
七
号
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
）。

（
17
）
猪
木
武
徳
「
大
阪
慶
應
義
塾
が
福
沢
諭
吉
と
金
玉
均
を
結
び
つ
け
た
の
か
」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
二
七
号
）
七
頁
。
福
沢
と
金
の
関
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係
に
つ
い
て
は
、
姜
健
栄
『
開
化
派
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
日
本
亡
命
―
金
玉
均
・
朴
泳
孝
・
徐
載
弼
の
足
跡
を
辿
る
』
飛
鳥
社
、
二
〇
〇

六
年
や
金
秉
洞
『
金
玉
均
と
日
本
―
そ
の
滞
日
の
軌
跡
』
緑
蔭
書
房
、
一
九
九
一
年
を
参
照
。

（
18
）
猪
木
武
徳
、
前
掲
論
文
、
八
頁
。

（
19
）
朴
慶
植
、
前
掲
論
文
、
八
二
〜
八
三
頁
。

（
20
）
井
上
円
了
「
満
韓
旅
行
談
」（『
東
洋
哲
学
』
第
一
四
巻
第
一
号
）
五
一
〜
五
五
頁
。

（
21
）
朴
慶
植
、
前
掲
論
文
、
八
四
〜
八
七
頁
。
同
文
の
漢
詩
の
口
語
訳
は
新
田
幸
治
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
朴
論
文
に
は
、
日
誌
の
他
に
、

井
上
円
了
「
朝
鮮
旅
行
談
」（『
修
身
』
第
四
巻
第
一
号
）
が
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
満
韓
紀
行
」
に
つ
い
て
の
円
了
の
談
話
に

つ
い
て
は
註（
20
）の
「
満
韓
旅
行
談
」、
井
上
円
了
「
朝
鮮
旅
行
談
」（『
護
法
』
第
二
〇
号
第
五
号
、
二
一
〜
二
五
頁
）
が
あ
る
。

（
22
）
井
上
円
了
「
朝
鮮
巡
講
第
一
回
（
西
鮮
及
中
鮮
）
日
誌
」（
前
掲
書
）
一
〇
三
頁
。

（
23
）
朴
慶
植
、
前
掲
論
文
、
九
〇
〜
九
一
頁
。

（
24
）
同
右
、
九
三
頁
。

（
25
）
井
上
円
了
「
朝
鮮
巡
講
第
一
回
（
西
鮮
及
中
鮮
）
日
誌
」（
前
掲
書
）
一
〇
四
頁
。

（
26
）
朴
慶
植
、
前
掲
論
文
、
九
五
頁
。

（
27
）
井
上
円
了
「
朝
鮮
巡
講
第
三
回
（
北
鮮
）
日
誌
」（
前
掲
書
）
二
八
頁
。

（
28
）
原
図
は
、『
チ
ョ
ウ
セ
ン

イ
チ
ラ
ン
』
朝
鮮
総
督
府
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
二
）
の
地
図
で
あ
る
。

（
29
）
井
上
円
了
「
朝
鮮
巡
講
第
三
回
（
北
鮮
）
日
誌
」（
前
掲
書
）
二
二
〜
二
八
頁
。

（
30
）
許
智
香
、
前
掲
論
文
、
一
五
六
〜
一
五
七
頁
。

（
31
）
佐
藤
厚
「
井
上
円
了
の
朝
鮮
巡
講
に
関
す
る
資
料
」（
本
誌
）
一
二
五
〜
二
〇
八
頁
。

（
32
）
同
右
、
一
七
〇
〜
一
七
四
頁
。

（
33
）
井
上
円
了
「
朝
鮮
巡
講
第
三
回
（
北
鮮
）
日
誌
」（
前
掲
書
）
一
八
頁
。

（
34
）
同
右
、
二
一
頁
。

（
35
）
朴
慶
植
、
前
掲
論
文
、
一
〇
五
頁
。
円
了
の
同
化
論
で
は
、「
同
化
問
題
の
第
一
は
言
語
の
普
及
で
あ
る
。
鮮
人
は
語
学
の
天
才
を
有

す
る
点
は
実
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
普
通
学
校
に
入
り
、
始
め
て
内
地
語
を
学
び
、
半
年
を
経
過
す
れ
ば
、
自
由
に
国
語
を
聞
解
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し
、
か
つ
自
在
に
対
話
が
で
き
る
と
い
う
が
、
も
し
分
教
場
的
書
堂
を
置
き
、
書
堂
に
在
つ
た
当
時
か
ら
内
地
語
を
学
ぶ
よ
う
に
す
れ

ば
、
国
語
の
普
及
に
一
層
の
進
歩
を
見
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
、
教
育
を
普
及
し
て
鮮
人
の
知
見
を
進
め
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
始
め
て
文
明
の
恵
沢
の
感
謝
を
自
覚
す
る
に
至
り
、
併
合
前
と
併
合
後
の
相
違
も
能
く
識
別
し
、
衷
心
か
ら
内
地
に
向
か
つ

て
感
謝
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
疑
い
な
い
」（
佐
藤
厚
「
井
上
円
了
の
朝
鮮
巡
講
に
関
す
る
資
料
」（
本
誌
）
一
九
六
頁
）
と
い
う
。

明
治
二
〇
年
代
に
日
本
主
義
を
唱
え
、
日
本
の
独
立
を
論
じ
た
円
了
は
、
そ
の
精
神
を
独
立
さ
せ
る
に
は
、
歴
史
、
言
語
、
宗
教
の
主

体
性
を
主
張
し
た
。
朝
鮮
巡
講
に
は
、
そ
の
時
代
の
思
想
的
問
題
は
ま
っ
た
く
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。
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朝
鮮
巡
講
一
覧

第
１
回
　
満
韓
紀
行
（
1906

年
・
明
治
39
年
）

月
日

区
分

出
発

到
着

地
名

発
起
、
主
催
者

場
所

対
象

そ
の
他

10
28
移
動
、
宿
舎

対
州

朝
鮮
国

釜
山

釜
山

10
29
開
会
（
談
話
）

釜
山

発
起
　
：
　
別
院
輪
番
　
井
上

香
憲
、
開
成
学
校
長
　
荒
浪
平

治
郎
、
理
事
官
　
松
井
茂
を
始

め
70
有
余
名

韓
国
人

歓
迎
　
：
　
新
潟
県
人
　
小
倉

良
八
、
内
山
堅
造
、
澁
川
幽
遠
、

等
10
余
名

哲
学
館
出
身
者
　
：
　
荒
浪
の

ほ
か
、
春
日
隆
英
、
上
原
三
四

郎
、
鎌
田
政
秀
　
等

10
30
訪
問
、
饗
応

釜
山

小
倉
良
八
　
宅

10
30
演
説

釜
山

尋
常
小
学
校

講
堂

聴
衆
講
堂
に

溢
れ
る

10
31
一
言

釜
山

幼
稚
園
児
童

10
31
談
話

釜
山

教
育
会

尋
常
校

校
長
は
、
鈴
木
總
次
郎

11
1
開
会

釜
山

本
願
寺
別
院

当
地
に
て
尽
力
：
井
上
・
荒
浪
、

鹽
谷
（
塩
谷
）
法
律
、
小
倉
良

八
　
等

11
2
移
動
、
宿
舎

釜
山
草
梁
駅
京
城

京
城

哲
学
館
出
身
者
　
林
大
行
に
迎

え
ら
れ
る

11
3
訪
問

京
城

総
監
府
長
官
　
鶴
原
定
吉
、
部

長
　
木
内
重
四
郎
、
理
事
官
　

三
浦
彌
五
郎
、
軍
政
部
　
黒
田

太
久
馬
　
を
訪
問
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11
3
祝
宴

京
城

別
院
に
お
い
て
祝
宴
に
加
わ
る

別
院
輪
番
　
井
波
潜
影
　
の
厚

意

11
3
寺
詣

京
城

音
羽
　
の
案
内
に
て
、
開
運
寺

に
詣
す

11
4
訪
問
、
饗
応

京
城

韓
国
財
政
顧
問
　
目
賀
田
種
太

郎
　
宅

11
4
演
説

京
城

発
起
者
　
：
　
井
波
潜
影
、
和

田
常
平
、
横
山
孫
三
、
俵
孫

一
、
黒
田
太
久
馬
、
山
口
太
兵

衛
、
菊
池
謙
譲
、
三
浦
彌
五

郎
、
森
勝
次
　
等

女
児
小
学
校

11
5
訪
問

京
城

黒
田
太
久
馬
　
宅

11
5
開
会
、
演
説

京
城

別
院
終
南
山

下
和
城
台

演
説
後
茶
話
会
あ
り
　
輪
番
井

波
潜
影

11
6
拝
観

京
城

宮
城
内
を
拝
観

11
6
移
動
、
宿
舎

京
城

仁
川

仁
川

11
6
開
会

仁
川

主
催
　
：
　
各
宗
寺
院

別
院
輪
番
　
大
幸
頓
慧

11
7
開
会

仁
川

発
起
人
　
：
　
民
長
、
校
長
、

市
内
の
有
志
数
十
名

仁
川
倶
楽
部

11
7
茶
話
会

仁
川

別
院

講
演
後
別
院
に
て
茶
話
会

当
地
の
尽
力
者
：
大
幸
輪
番
、

太
田
吉
太
郎
、
野
口
彌
三
、
堀

力
太
郎
、
松
本
鑛
三
郎
（
校

長
）、
關
岡
、
末
永
、
板
倉
、

諸
岡
、
倉
田
　
等
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11
8
移
動
、
宿
舎

仁
川

平
壌

平
壌

途
中
　
随
行
菊
地
適
　
と
相
分

る警
部
　
是
澤
眞
一
郎
が
迎
え
る

11
9
巡
覧

平
壌

警
部
　
林
和
一
の
案
内

箕
子
廟
、
忠
魂
碑
、
牡
丹
台
、

玄
武
門
、
永
明
寺
、
清
流
壁
　

等

11
9
開
演

平
壌

主
催
者
：
理
事
官
　
菊
地
武

一
、
警
視
　
平
渡
信
、
民
長
馬

場
晴
利
、
旭
布
嶽
、
朝
枝
誠

實
、
眞
藤
義
雄
　
等

日
語
学
校

11
10
移
動
、
宿
舎

平
壌

新
義
州

駅
義
州
、

安
東
県

領
事
館
警
部
　
堺
田
駒
藏
、
本

願
寺
布
教
師
　
和
田
祐
意
、
民

役
所
　
成
田
定
　
等
数
名
の
歓

迎

第
２
回
　
朝
鮮
巡
講
（
1918

年
・
大
正
７
年
）

西
朝
鮮
・
中
朝
鮮

月
日

区
分

出
発

到
着

地
名

発
起
、
主
催
者

場
所

対
象

そ
の
他

5
24
移
動

特
急

5
25
移
動

下
関

釜
山

博
文
堂
主
　
吉
田
市
次
郎
　
宅

に
て
休
憩

5
26
移
動
、
宿
舎

釜
山

京
城
南

大
門
駅

京
畿
道
長
官
　
松
永
武
吉
　
数

人
歓
迎
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5
26
訪
問

京
城

旧
哲
学
館
出
身
　
朝
鮮
及
満
州

雑
誌
社
長
　
釋
尾
春

　
の
案

内
に
よ
り
、

官
邸
に
、
長
谷
川
総
督
、
山
縣

政
務
総
官
、
を
訪
問

5
26
講
話

京
城

依
頼
　
：
　
愛
国
婦
人
会

主
事
　
大
橋
次
郎

本
願
寺
別
院

5
26
講
話

京
城

主
催
　
：
　
朝
鮮
教
育
研
究

会
、
京
城
日
報
社
及
満
州
社

発
起
　
：
　
学
務
課
長
　
弓
削

幸
太
郎
、
日
報
社
長
　
阿
部
充

家
、
釋
尾

高
等
女
学
校

5
27
面
会

京
城

学
務
課
編
輯
官
　
立
柄
教
俊
　

の
案
内
に
よ
り
、
総
督
府
に
て
、

弓
削
学
務
課
長
　
等
と
面
会

5
27
講
話

京
城

依
頼
　
：
　
高
等
女
学
校
長

成
田
忠
良

高
等
女
学
校
高
等
女
学
校

生
徒

5
27
訪
問

京
城

松
永
長
官
の
官
舎
を
訪
問

5
27
講
話

京
城

高
等
普
通
学

校
校
長
　
岡
元
輔

教
授
を
参
観

5
27
巡
覧

京
城

旧
哲
学
館
出
身
　
中
樞
院
嘱
託

荒
浪
平
治
郎
　
の
案
内
に
よ
り
、

奎
章
閣
、
景
福
宮
　
を
巡
覧
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5
27
講
話

京
城

龍
山
鉄
道
倶

楽
部

工
務
課
長
　
川
江
秀
雄
　
出
席

あ
り

5
27
饗
応

京
城

朝
鮮
ホ
テ
ル
に
て
、
官
民
有
志

約
二
十
名
会
食

5
28
講
話

京
城

京
城
中
学
校

龍
山
中
学
校
も
出
席
あ
り

京
城
校
長
　
柴
崎
鐵
吉
、
龍
山

校
長
　
福
島
亦
八

5
28
講
話

京
城

警
察
練
習
部

所
長
　
警
視
　
松
井
信
助

5
28
出
演

京
城

東
本
願
寺
別
院
主
催
の
追
吊
会

に
出
席

輪
番
　
渓
内
弌
惠
　（
朝
鮮
布

教
の
監
督
）
は
全
道
紹
介
の
労

を
取
る

5
28
講
話

京
城

逓
信
局

局
長
　
持
地
六
三
郎
　
も
出
席

5
29
喫
飯

釋
尾
　
宅
　
に
て
喫
飯

5
29
拝
観

京
城

釋
尾
　
と
共
に

昌
徳
宮
、
工
業
専
門
学
校

工
業
専
門
学
校
長
は
　
農
学
博

士
豊
永
眞
里
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5
29
撮
影

京
城

朝
鮮
ホ
テ
ル
庭
前
　
立
柄
教

俊
、
荒
浪
平
治
郎
、
釋
尾
春
、

渓
内
弌
惠
、
石
塚
藤
太
郎
（
京

城
中
学
校
教
諭
）、
眞
邊
榮
次

（
京
城
女
子
普
通
学
校
長
）、
藤

原
敞
一
（
中
学
校
教
諭
）、
村

島
雄
（
村
島
商
店
主
）

「
京
北
出
身
鮮
人
　
楊
在
柯
の

不
参
加
遺
憾
」

5
29
講
話

京
城

偕
行
社

5
29
晩
餐

京
城

松
川
司
令
官
　
官
邸

5
29
（
謝
意
）

京
城

「
立
花
師
団
長
よ
り
其
部
内
へ

の
紹
介
」

5
29
移
動

京
城

（
夜
行
）

偶
然
同
室
　
侯
爵
　
前
田
利
為

5
30
移
動
、
宿
舎

平
安
北

道
新
義

州
府

5
30
講
話

新
義
州

発
起
　
：
　
府
尹
（
府
長
）

石
原
留
吉
、
銀
行
　
加
藤
鐵
次

郎
、
大
谷
派
布
教
師
　
松
江
賢

哲
、
等

小
学
校

5
31
移
動
、
会
食

新
義
州
義
州

平
安
北
道
長
官
　
藤
川
利
三
　

と
会
食
、
公
園
を
一
覧
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5
31
開
演

義
州

発
起
　
：
　
道
庁
　
江
田
重

雄
、
吉
永
貞
、
義
州
面
長
　
鈴

木
運
次
郎

公
会
堂

5
31
移
動

義
州

新
義
州

6
1
移
動

新
義
州
平
安
南

道
平
壤

府
6

1
講
演

平
壤

中
学
校

校
長
　
赤
木
萬
次

6
1
講
演

平
壤

高
等
普
通
学

校
校
長
　
田
中
玄
黄

6
1
談
話

平
壤

東
本
願
寺
仮

布
教
所

主
任
　
竹
林
登

6
2
講
演

平
壤

依
頼
　
：
　
平
安
南
道
教
育
会

会
長
　
篠
田
治
策

平
壤
小
学
校

長
官
　
工
藤
英
一
　
出
席

6
2
巡
覧
、
晩
餐

平
壤

牡
丹
台
、
等

工
藤
長
官
を
始
め
、
７
～
８
名

で
晩
餐

6
2
講
演
会
に
出

席
平
壤

京
城
日
報
主
催

浄
土
宗
華
頂

寺
聴
衆
堂
内
に

溢
る

6
3
講
話

平
壤

女
子
高
等
普

通
学
校

朝
鮮
女
生
徒
校
長
　
齋
藤
欽
二

6
3
移
動
、
宿
舎

平
壤
府
鎭
南
浦

府

歓
迎
　
：
　
府
尹
（
府
長
）　

深
川
傳
次
郎
、
商
業
会
議
所
会

頭
　
富
田
儀
作
、
東
本
願
寺
布

教
師
　
朝
倉
慶
友
、
等
数
十
名



110

6
3
晩
餐

鎭
南
浦

三
和
花
園
（
富
田
所
有
）
に
て
、

有
志
諸
氏
と
晩
餐

6
3
開
演

鎭
南
浦
主
催
　
：
　
深
川
府
尹
（
府

長
）
を
始
め
、
官
民
有
志

商
業
会
議
所

6
4
開
演

鎭
南
浦
主
催
　
：
　
婦
人
修
養
及
道
の

会
東
本
願
寺
布

教
所

6
4
移
動

鎭
南
浦

府
平
壤

6
4
講
演

平
壤

高
等
女
学
校
愛
国
婦
人
会
女
学
校
長
　
上
野
直
記

6
4
饗
応

平
壤

京
北
出
身
者
　
飯
田
宇
作
　
宅

6
4
講
話

平
壤

主
催
　
：
　
岡
村
正
確

鉄
道
倶
楽
部

平
壤
に
て
奔
走
の
労
　
：
　
道

庁
学
務
掛
　
辻
右
作
、
竹
林
布

教
師

6
5
移
動

平
壤

黄
海
道

沙
里
院

駅
休
憩
所
　
宮
本
旅
館

6
5
（
開
会
）

沙
里
院
発
起
　
：
　
西
島
新
造
、
永
田

良
然
、
本
山
文
勇
、
等

倶
楽
部

6
5
移
動
、
宿
舎

沙
里
院
黄
海
道

海
州

6
6
講
演

海
州

発
起
　
：
　
道
事
務
官
　
富
永

文
一
、
海
州
郡
守
　
全
定
鉉
、

道
書
記
　
伊
藤
英
一
、
有
志

松
倉
重
貞
、
大
河
内
俊
平
、
等

芙
蓉
館

朝
鮮
人

「
午
前
朝
鮮
人
の
為
に
午
後
内

地
人
の
為
に
」
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6
6
講
演

海
州

発
起
　
：
　
道
事
務
官
　
富
永

文
一
、
海
州
郡
守
　
全
定
鉉
、

道
書
記
　
伊
藤
英
一
、
有
志

松
倉
重
貞
、
大
河
内
俊
平
、
等

芙
蓉
館

内
地
人

「
午
前
朝
鮮
人
の
為
に
午
後
内

地
人
の
為
に
」

6
7
移
動
、
宿
舎

海
州

京
畿
道

開
城

6
8
「
立
寄
る
」

開
城

「
私
立
開
城
学
堂
に
立
寄
る
、

生
徒
百
名
以
上
あ
り
」

6
8
登
覧

開
城

警
察
署
長
　
森
脇
英
士
　
の
案

内
に
よ
り
、
高
麗
遺
跡
満
月
城

を
登
覧

6
8
開
演

開
城

発
起
　
：
　
郡
主
　
金
龍
尚
、

警
察
署
長
　
森
脇
英
士
、
軍
人

会
長
　
宮
崎
金
蔵
、
郡
書
記

山
崎
三
郎
、
小
学
校
長
　
坪
内

英
俊

小
学
校

内
地
人

「
先
に
内
地
人
次
に
朝
鮮
人
に

対
し
て
開
演
す
」

6
8
開
演

開
城

発
起
　
：
　
郡
主
　
金
龍
尚
、

警
察
署
長
　
森
脇
英
士
、
軍
人

会
長
　
宮
崎
金
蔵
、
郡
書
記

山
崎
三
郎
、
小
学
校
長
　
坪
内

英
俊

小
学
校

朝
鮮
人

「
先
に
内
地
人
次
に
朝
鮮
人
に

対
し
て
開
演
す
」

6
8
移
動

開
城

仁
川
府

6
8
開
演

仁
川

本
願
寺
別
院
愛
国
婦
人
会
尽
力
　
：
　
輪
番
　
宮
永
六
雄

6
9
講
演

仁
川

小
学
校

中
学
生
及
内

地
人
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6
9
午
餐

仁
川

府
尹
（
府
長
）　
楠
野
俊
成
　

官
邸

6
9
講
演

仁
川

別
院

婦
人
会

6
9
講
演

仁
川

当
地
開
会
発
起
人
　
：
　
女
学

校
長
　
和
田
英
正
、
商
業
学
校

長
　
伊
藤
最
一
、
多
賀
善
介
、

小
学
校
長
　
小
島
訂
次
郎
、
宮

永
輪
番

商
業
学
校

朝
鮮
人

6
9
移
動
、
宿
舎

仁
川

京
城

6
9
饗
応

京
城

關
屋
学
務
局
長
　
宅

6
10
移
動
、
宿
舎

京
城

江
原
道

首
府
春

川
6
10
講
話

春
川

普
通
学
校

朝
鮮
人

6
10
（
見
学
）

春
川

「
昭
陽
亭
を
一
覧
す
」

6
10
講
演

春
川

発
起
　
：
　
事
務
官
　
須
藤

素
、
宮
崎
又
治
郎
、
警
察
署
長

鈴
木
貢
、
東
本
願
寺
布
教
師

猪
原
現
眼
、
等

普
通
校

内
地
人

6
10
歓
迎
会

春
川

「
淡
路
館
の
歓
迎
会
に
出
席
す
」

6
11
移
動

春
川

京
城

6
11
講
話

京
城

進
明
女
子
高

等
女
学
校

校
長
　
嚴
俊
源
、
副
校
長
　
小

杉
彦
治



113　井上円了と東アジア（一）

6
11
（
見
学
）

京
城

「
淑
明
女
子
高
等
普
通
学
校
に

至
り
て
新
築
校
舎
を
一
覧
」

校
長
　
淵
澤
ノ
エ
子

6
11
移
動
、
宿
舎

南
大
門
京
畿
道

水
原

6
12
開
演

水
原

発
起
　
：
　
面
長
　
近
藤
虎
之

助
、
代
書
業
　
宮
永
幾
太
郎
、

布
教
所
主
任
　
長
崎
阿
彌
也
、

総
督
府
勧
業
係
　
鏡
保
之
助
、

等

劇
場
　
豊
昌

館

南
朝
鮮
・
東
朝
鮮

月
日

区
分

出
発

到
着

地
名

発
起
、
主
催
者

場
所

対
象

そ
の
他

6
12
移
動

水
原

燕
岐
郡

鳥
致
院

6
13
移
動

鳥
致
院
忠
清
北

道
清
洲

6
13
講
演

清
洲

清
州
小
学
校

6
13
歓
迎
会

清
洲

ホ
ヘ
ト
料
理
店
の
歓
迎
会

官
民
数
十
名
　
米
国
宣
教
師
二

名

6
14
講
話

清
洲

当
地
の
発
起
人
　
：
　
道
長

官
張
憲
桓
、
事
務
官
　
齋
蔵
禮

三
、
井
上
主
計
、
警
部
　
前
田

良
太
、
郡
守
　
申
昌
休
、
等

普
通
学
校

朝
鮮
人
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6
14
来
訪

清
洲

朝
鮮
人
禅
僧
　
白
初
月
　
来
訪

あ
り

6
14
移
動

清
州

忠
清
南

道
鳥
致

院

6
14
（
開
会
）

鳥
致
院
面
長
　
竹
下
剛
、
郡
守
　
高
義

駿
、
布
教
師
　
高
木
、
等

東
本
願
寺
布

教
所

6
14
移
動
、
宿
舎

鳥
致
院
忠
清
南

道
公
州

6
14
開
演

公
州

依
頼
　
：
　
布
教
師
　
東
野
安

隆
東
本
願
寺
布

教
所

6
15
講
話

公
州

小
学
校

朝
鮮
人

6
15
会
食

公
州

道
庁
内
の
食
堂
に
て

道
長
官
　
上
林
敬
次
郎
、
第
一

部
長
　
澁
谷
谷
元
　
と
会
食

6
15
講
演

公
州

発
起
　
：
　
小
学
校
長
　
高
田

誠
二
、
農
学
校
長
　
岡
林
袈
裟

彌
、
普
通
学
校
長
　
小
松
兼

吉
、
面
長
　
川
崎
平
太
郎

普
通
学
校

内
地
人

6
15
移
動
、
宿
舎

公
州

論
山

芙
餘
を
見
学

芙
餘
郡
守
　
安
琦
善
、
憲
兵
分

隊
長
　
畠
山
穆
雄

当
地
開
会
に
尽
力
　
：
　
布
教

師
　
釜
田
法
章
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6
16
開
演

論
山

発
起
　
：
　
釜
田
、
佐
々
木
將

多
、
富
村
六
郎
、
藤
本
忠
次
、

梶
原
菊
造
、
等

小
学
校

6
16
拝
観

論
山

灌
燭
寺
　
拝
観

6
16
移
動
、
宿
舎

論
山

江
景

6
16
開
演

江
景

発
起
　
：
　
杉
田
鍛
雄
、
武
政

正
明
、
小
林
保

劇
場
大
正
座

6
17
移
動

江
景

全
羅
北

道
沃
溝

郡
黄
登

同
郷
人
　
片
桐
和
三
　
宅
　
に

て
休
憩

6
17
開
演

黄
登

小
学
校

6
17
開
演

瑞
穂
面

瑞
穂
里
当
地
開
会
主
催
　
：
　
川
崎
藤

太
郎
（
円
了
と
郷
里
が
同
じ
）
瑞
穂
面
瑞
穂

里
小
学
校

6
18
移
動
、
宿
舎

黄
登

群
山
府

6
18
講
演

群
山

小
学
校
生
徒

6
18
午
餐

群
山

府
尹
（
府
長
）　
天
野
喜
之
助

の
厚
意

6
18
公
会
講
演

群
山

（
当
地
）
発
起
　
：
　
天
野
府

尹
、
教
育
副
会
長
　
佐
藤
政
次

郎
、
有
志
家
　
中
繁
萬
吉
、
等
小
学
校

（
当
地
）
奔
走
　
小
学
校
長
　

井
澤
宇
三
郎
、
東
本
願
寺
布
教

所
主
任
　
木
戸
光
觀

6
18
講
話

群
山

主
催
　
：
　
仏
教
各
宗
協
和
会

発
起
　
：
　
各
宗
布
教
師

東
本
願
寺
布

教
所

6
19
移
動

群
山

全
羅
北

道
全
州
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6
19
昼
食

全
州

道
長
　
官
李
軫
鎬
、
第
一
部
長

大
久
保
到
、
学
務
主
任
　
守
山

五
百
足
、
等
と
昼
食

6
19
講
話

全
州

主
催
　
：
　
教
育
会

発
起
　
：
　
道
庁
諸
氏

公
会
堂

生
徒

奔
走
　
：
　
東
本
願
寺
布
教
師

加
藤
良
英

6
19
講
話

全
州

主
催
　
：
　
教
育
会

発
起
　
：
　
道
庁
諸
氏

公
会
堂

公
衆

奔
走
　
：
　
東
本
願
寺
布
教
師

加
藤
良
英

6
19
拝
観

全
州

李
王
家
の
廟
を
拝
観

6
20
移
動

全
州

裡
里
東

本
願
寺

布
教
所

6
20
講
話

裡
里

発
起
　
：
　
布
教
所
主
任
　
廣

幡
慶
人

東
本
願
寺
布

教
所

婦
人
会

6
20
公
会
演
説

裡
里

発
起
　
：
　
郡
主
　
朴
榮
啓
、

分
隊
長
　
吉
田
竹
治
、
等

劇
場
裡
里
座

6
20
移
動
、
宿
舎

裡
里

金
堤

6
20
開
演

金
堤

発
起
　
：
　
教
育
界
長
　
平
富

榮
一
、
校
長
　
並
河
茂
、
等

小
学
校

6
21
移
動
、
宿
舎

金
堤

全
羅
南

道
木
浦

駅

歓
迎
　
：
　
府
尹
　
橋
本
豊
太

郎
、
警
察
署
長
　
林
和
一
、
を

始
め
と
し
50
～
60
名
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6
21
開
演

木
浦

小
学
校
講
堂

聴
衆
満
場

千
人

揮
毫
希
望
者

は
京
城
に
次

ぐ
好
成
績

尽
力
　
：
　
東
本
願
寺
別
院
輪

番
　
松
林
深
慧

助
力
　
：
　
別
院
総
代
　
藤
森

利
兵
衛
、
亀
屋
弁
吉

6
22
講
話

木
浦

別
院

愛
国
婦
人
会

及
婦
人
法
話

会
6
22
移
動

木
浦

榮
山
浦

6
22
開
演

榮
山
浦

本
願
寺
布
教

所
布
教
師
　
藤
野
最
秀

6
22
移
動
、
宿
舎

榮
山
浦
全
羅
北

道
光
州

6
23
開
演

光
州

発
起
　
：
　
長
官
　
宮
本
又

七
、
郡
主
　
全
禎
泰
、
学
務
主

任
　
下
坂
重
行
、
面
長
　
松
田

徳
次
郎

小
学
校

6
23
講
話

光
州

曹
洞
宗
脈
源

寺
愛
国
婦
人
会
奔
走
　
：
　
愛
国
婦
人
会
支
部

員
　
押
村
光
男
、
東
本
願
寺
布

教
員
　
本
庄
豊
二

6
23
移
動
、
宿
舎

光
州

松
汀
里

6
23
夜
会

松
汀
里
発
起
　
：
　
学
校
管
理
者
　
宮

脇
丈
八
、
校
長
　
黒
田
津
作
、

本
願
寺
布
教
師
　
熊
倉
了
榮

小
学
校
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6
24
移
動
、
宿
舎

松
汀
里
忠
清
南

道
大
田

6
24
講
演

大
田

依
頼
　
：
　
大
田
教
育
界
の
依

頼発
起
　
：
　
郡
主
　
金
昌
洙
、

面
長
　
内
藤
氏
雄
、
郵
便
局
長

永
谷
武
次
郎
、
等

本
願
寺
布
教

所
尽
力
　
：
　
布
教
所
主
任
　
林

大
行
（
旧
哲
学
館
出
身
者
）

6
25
講
話

大
田

本
願
寺
布
教

所
中
学
校
及
小

学
校
の
生
徒
中
学
校
長
　
關
本
幸
太
郎
、
小

学
校
長
　
播
本
常
次

6
25
講
話

大
田

普
通
学
校

朝
鮮
人
生
徒
校
長
　
中
村
藤
太
郎

6
25
移
動
、
宿
舎

大
田

慶
尚
北

道
大
邱

府
6
25
講
話

大
邱

軍
人
集
会
所
愛
国
婦
人
会

6
26
講
話

大
邱

軍
人
集
会
所
朝
鮮
人
生
徒

6
26
講
話

大
邱

高
等
女
学
校
女
生
徒

校
長
　
起
鹽
隆
親

6
26
公
会
に
出
演

大
邱

同
集
会
所

配
意
　
：
　
第
一
部
長
　
吉
松

憲
郎
、
中
学
校
長
　
高
橋
亨

（
同
郷
）、

尽
力
　
：
　
東
本
願
寺
布
教
師

　
照
岡
祐
兼
、

助
力
　
：
　
農
業
学
校
長
　
大

西
鬼
三
雄
、
小
学
校
長
　
有
田

鐵
蔵
、
等
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6
27
移
動

大
邱

迎
日
郡

浦
項

6
27
講
演

浦
項

発
起
　
：
　
郡
主
　
李
鐘
國
、

郡
書
記
　
淺
井
誠
一
郎
、
山
口

重
勇
、
等

小
学
校

校
長
　
長
森
兵
次

尽
力
　
：
　
東
本
願
寺
布
教
師

佐
藤
廓
然

6
27
講
演

浦
項

発
起
　
：
　
郡
主
　
李
鐘
國
、

郡
書
記
　
淺
井
誠
一
郎
、
山
口

重
勇
、
等

普
通
校

校
長
　
奥
村
甚
左
衛
門

尽
力
　
：
東
本
願
寺
布
教
師
　

佐
藤
廓
然

6
28
移
動

浦
項

慶
州

6
28
開
演

慶
州

主
催
　
：
　
郡
主
　
梁
弘
默

小
学
校

校
長
　
村
上
卯
一
郎

6
28
巡
見

慶
州

郡
書
記
　
則
武
定
吉
　
の
案
内

に
て
、
新
羅
の
遺
跡
を
巡
見

6
29
見
学
、
移
動
、

宿
舎

慶
州

慶
尚
南

道
馬
山

府
朝
鮮
第
一
の
洪
鐘
及
び
陳
列
所

6
30
開
演

馬
山

発
起
　
：
　
府
尹
　
三
增
久
米

吉
、
書
記
　
山
内
勉
、
等

小
学
校
々
堂

校
長
　
行
徳
曄
受

6
30
移
動

慶
尚
南

道
馬
山

府

昌
原
郡

鎭
海

尽
力
　
一
心
寺
住
職
　
柳
説
眞

6
30
開
演

鎭
海

発
起
　
：
　
署
長
　
安
藤
正

次
、
面
長
　
松
尾
重
信
、
校
長

手
島
一
磨
、
等

小
学
校

郡
庁
よ
り
　
書
記
　
鵜
殿
金
一

郎
　
出
張
あ
り

6
30
講
話

鎭
海

水
交
社

司
令
官
　
東
郷
吉
太
郎



120

7
1
移
動

鎭
海

晋
州

7
1
喫
飯

鎭
海

哲
学
館
出
身
者
　
上
原
三
四
郎

宅
に
て
喫
飯

当
地
尽
力
者

7
1
講
話

晋
州

東
本
願
寺
布

教
所

婦
人
会

布
教
師
　
佐
竹
圓
誓

7
1
開
演

晋
州

小
学
校

校
長
　
江
上
直
治

長
官
　
佐
々
木
藤
太
郎
、
第
一

部
長
　
佐
々
木
正
太
郎
、
等
皆

出
席
尽
力
　
：
　
上
原
、
佐
竹
、
江

上
7

2
移
動
、
宿
舎
晋
州

釜
山

輪
番
　
土
井
慧
鎧

7
2
開
演

釜
山

発
起
　
：
　
府
尹
　
若
松
兎
三

郎
の
代
わ
り
　
副
会
長
　
坂
田

文
吉
、
中
学
校
長
　
平
山
正
、

小
学
校
長
　
遠
藤
徳
三
郎
、
等

小
学
校

教
育
会

7
3
講
話

釜
山

主
催
　
：
　
土
井
輪
番

発
起
　
：
　
石
川
眞
平
、
上
田

勝
蔵
、
等

別
院

7
3
昼
食
の
厚
意

を
受
く

釜
山

小
倉
庵
　
に
お
い
て
　
庵
主
　

小
倉
良
八
　（
円
了
と
同
村
出

身
）
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7
3
講
話

釜
山

発
起
　
：
　
駅
長
　
岡
村
正
雄
草
梁
鉄
道
倶

楽
部

7
3
移
動

釜
山

京
城

北
朝
鮮

月
日

区
分

出
発

到
着

地
名

発
起
、
主
催
者

場
所

対
象

そ
の
他

7
4
移
動
、
宿
舎
京
城

咸
鏡
南

道
元
山

駅

京
城
駅
に
て
　
荒
浪
釋
尾
日
比

眞
柄
　
等
と
相
会

輪
番
　
上
野
興
仁

7
5
講
話

元
山

普
通
学
校

朝
鮮
人
生
徒
校
長
　
曾
田
斧
治
郎

7
5
講
話

元
山

小
学
校

校
長
　
平
岡
一
男

7
5
開
演

元
山

発
起
　
：
　
府
尹
　
村
地
卓

爾
、
府
書
記
　
竹
内
正
枝
、
上

野
商
工
会
議
所

7
6
移
動
、
宿
舎
元
山

咸
興

7
6
講
演

咸
興

発
起
　
：
　
道
庁
主
任
　
加
藤

敬
二
郎
、
知
覧
芳
之
助
、
等

小
学
校

公
衆

7
6
開
演

咸
興

主
催
　
：
　
布
教
所
主
任
　
長

嶺
本
誓
、
惣
代
　
寺
本
幸
太

郎
、
山
田
勘
七

東
本
願
寺
布

教
所

終
始
尽
力
　
長
嶺

7
7
講
話

咸
興

小
学
校

内
地
の
生
徒
校
長
　
平
橋
麟
象

7
7
講
話

咸
興

普
通
学
校

朝
鮮
人
生
徒
校
長
　
河
井
軍
次
郎
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7
7
会
食

咸
興

長
官
　
申
應
熙
、
第
一
部
長
　

菱
田
義
民
、
第
二
部
長
　
佐
藤

榮
三
、
面
長
　
定
野
秀
一
、
等

十
余
名
と
会
食

7
8
（
巡
見
）

咸
興

咸
興
邑
内
の
某
書
房
を
一
覧

7
8
移
動

咸
興

（
船
中
）

7
9
移
動

（
船
中
）（
船
中
）

7
10
移
動

清
津
港

府
尹
　
吉
田
格
之
進
　
を
官
舎

に
訪
問
す
る
が
不
在

7
10
開
演

清
津

主
催
　
：
　
有
隣
会

発
起
　
：
　
府
書
記
　
今
西
源

之
助
、
医
師
　
一
番
ケ
瀬
健
太

郎
、
等

小
学
校

聴
衆
は
堂
の

内
外
に
溢
る
校
長
　
島
崎
林
次
郎

7
11
移
動

清
津

鏡
城

7
11
講
話

鏡
城

普
通
学
校

7
11
巡
見

鏡
城

長
官
　
桑
原
八
司
　
の
案
内

で
、
城
壁
城
門
城
楼
を
巡
見

7
11
会
食

鏡
城

桑
原
長
官
、
参
興
官
　
金
寛
鉉
、

第
一
部
長
　
三
田
善
喜
、
第
二

部
長
　
山
崎
眞
雄
、
郡
守
　
曾

根
侃
　
と
会
食

7
11
移
動

鏡
城

羅
南



123　井上円了と東アジア（一）

7
11
開
演

羅
南

主
催
　
：
　
面
長
　
吉
田
長
治

発
起
　
：
　
書
記
　
陣
内
六

郎
、
大
木
妻
平

娯
楽
館

7
11
晩
餐

羅
南

有
志
家
　
富
塚
素
一
　
宅
に
て

晩
餐

7
11
移
動

羅
南

清
津

7
11
講
話

清
津

東
本
願
寺
布

教
所

最
初
よ
り
奔
走
の
労
　
：
　
布

教
所
主
任
　
武
田
惠
教

7
12
移
動

清
津

會
寧

7
12
記
念
撮
影

會
寧

府
尹
官
舎
庭
に
て
記
念
撮
影

7
12
移
動

會
寧

（
船
中
）

7
13

元
山

7
13
移
動
、
宿
舎
元
山

江
原
道

通
川
郡

長
箭

〔
チ
ャ
ン

ゼ
ン
〕

上
野
　
と
と
も
に
、
金
剛
山
探

勝
の
途

7
13
講
話

長
箭

依
頼
　
：
　
至
心
會

発
起
　
：
　
石
川
左
衛
門
、
等
商
店
　
山
田

甚
作
　
方

7
14
移
動
、
宿
舎
長
箭

杅杅
城
郡

温
井
里

7
14
講
話

宿
所

在
留
の
内
地

人
当
所
に
憲
兵
駐
在
所
あ
り
　
所

長
　
毎
熊
圓
一
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7
15
探
勝

憲
兵
二
人
の
案
内
で
、
金
剛
山

第
一
の
奇
勝
た
る
萬
物
相
の
探

勝
7
16
移
動

通
川

7
17
移
動

元
山

7
17
講
話

元
山

元
山
別
院

愛
国
婦
人
会

7
18
移
動

元
山

安
邊
郡

大
本
山

釋
王
寺

7
18
移
動

（
釜
山

に
向
け

夜
行
）

7
19
移
動

釜
山

下
関

7
20
移
動

博
多

（
夜
行
）

7
21
移
動

東
京


